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横佐古達哉，齋藤愛加，関口学，吉井大志，キイロショウジョウバエにおける夕方活動に

関与する時計細胞, 生物系三学会合同合同中四国支部大会(徳島大会 2023)， 2023 年 5 月

13～14 日（オンライン開催） 

 

齋藤愛加，横佐古達哉，吉井大志，キイロショウジョウバエにおける神経ペプチド PDF 陽
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Reinhard N, Bertolini E, Kuwahara T, Sekiguchi M, Yoshii T, Rieger D, Helfrich-Förster 

C, The DN1as - two underestimated masterminds? Two dorsal clock neurons contribute 

significantly to the rhythmicity and shape of the activity profile in Drosophila 

melanogaster, Gordon Research Conference Chronobiology, Bates College, United States, 

June 18-23, 2023 

 

Sapre M, Bertolini E, Schubert F, Ananthasubramaniam B, Fukuda A, Yoshii T, Senthilan 

P, Menegazzi P, Helfrich-Förster C, The photoperiod strongly affects gene expression 

in the large ventrolateral clock neurons (l-LNvs) of Drosophila melanogaster, 115th 

Annual meeting of the German Zoological Society (DZG), University of Kassel, Germany, 

September 4-8, 2023 

 

間瀬輝、中神弘史、高橋卓、本瀬宏康 仮根の成長極性を制御する NIMA 関連キナーゼの

相互作用因子 日本植物生理学会 2023 年 3 月 15〜17 日（仙台） 
 
間瀬輝、中神弘史、高橋卓、本瀬宏康 ゼニゴケ仮根の伸長方向を制御する NIMA 関連キ

ナーゼとその相互作用因子の機能解析 日本植物学会 2023 年 9 月 7〜9 日（札幌） 
 
米田優作、本瀬宏康 ゼニゴケキネシンファミリーの機能解析 日本植物学会 2023 年 9
月 7〜9 日（札幌） 
 
Nomura Y, Takatani S, Hamant O, Motose H. NIMA-related protein kinases regulate 
microtubule response to tensile stress in Arabidopsis thaliana. 33rd International 
Conference on Arabidopsis Research, Yokohama, Japan, 5-7th July, 2023 
 
水田百香、本瀬宏康 ゼニゴケ仮根の先端成長を制御する新規構造体の解析 細胞骨格研

究会 -Plant Cytoskeleton 2023- 2023 年 9 月 15〜16 日（名古屋） 
 
坂本龍哉、磯山彰吾、高橋卓、本瀬宏康 ゼニゴケ表皮細胞の分化と伸長に必要な

homeodomain 転写因子の解析 細胞骨格研究会 -Plant Cytoskeleton 2023- 2023 年 9 月

15〜16 日（名古屋） 
 
天岡友穂、間瀬輝、本瀬宏康 ゼニゴケ仮根伸長を制御する NIMA 関連キナーゼと微小管

付随タンパク WDL の機能的相互作用 細胞骨格研究会 -Plant Cytoskeleton 2023- 2023
年 9 月 15〜16 日（名古屋） 
 
野村夢子、本瀬宏康 シロイヌナズナ NIMA 関連キナーゼ 6 が機能する組織の特定とアク

チン繊維の関与 細胞骨格研究会 -Plant Cytoskeleton 2023- 2023 年 9 月 15〜16 日（名

古屋） 
 

坂本浩隆，下垂体後葉ホルモンによる性行動・社会行動の制御機構（シンポジウム 1，神経

ペプチド研究から探る新たな生体調節機構の理解），日本下垂体研究会第 37 回学術集会 

2023 年 8月 3日〜5日 

 

坂本浩隆，免疫電子顕微鏡の実践，第 48 回 組織細胞化学講習会 2023 年 8月 16 日〜19 日 

 

坂本浩隆，交尾経験に依存してオスの性行動を調節する神経回路系，遺伝研研究会 2023「社

会性の個体差を生み出す生物学的基盤」 2023 年 12 月 26 日〜27 日 

 

西井裕一・小山大輝・福島弘子・高橋卓 



 

 

シロイヌナズナのテルモスペルミンによる mRNA 翻訳制御と tRNA 硫黄修飾 
日本ポリアミン学会第 13 回年会（岡山）2023 年 1 月 27 日 
 
皿海充・田中貴啓・本瀬宏康・高橋卓 
サーモスペルミン感受性異常を示すシロイヌナズナの変異体の単離と解析 
日本植物生理学会第 64 回大会（仙台）2023 年 3 月 15 日 
 
永田賢司・高橋卓・阿部光知 
表皮の不均一性の発生機構の解析 
日本植物生理学会第 64 回大会（仙台）2023 年 3 月 15 日 
 
Nishii Y, Koyama D, Fukushima H, Takahashi T 
Analysis of novel suppressor mutants of the dwarf phenotype of acl5, a mutant defective in 
thermospermine biosynthesis. 
The 33rd International Conference on Arabidopsis Research/ICAR2023 (Chiba, Japan) June 6, 2023 
 
高橋卓・本瀬宏康・岡本崇 
動かない植物の生き残り戦略～最先端の植物科学を知ろう 
令和５年度岡山大学理学部公開講座（岡山） 2023 年 8 月 26 日 
 
西井裕一・高橋卓 
シロイヌナズナのtRNA硫黄修飾酵素の機能欠損はサーモスペルミン欠損変異acl5の表現型

を抑圧する 
日本植物学会第 87 回大会（札幌）2023 年 9 月 7 日 
 
長尾幸紀・横山隆亮・高橋卓 
ネナシカズラにおける外的なポリアミンと植物ホルモンの作用 
日本植物学会第 87 回大会（札幌）2023 年 9 月 7 日 
 
岡本崇・本瀬宏康・高橋卓 
シロイヌナズナの根端へ機械的刺激を伝える新規実験方法で明らかになる二種類の伝達経

路の存在 
日本植物学会第 87 回大会（札幌）2023 年 9 月 7 日 
 
高橋卓・皿海充・田中貴啓 
シロイヌナズナのテルモスペルミン非感受性変異は SAC51 ファミリーの mRNA 翻訳を低下

させる 
日本ポリアミン学会第 14 回年会（東京）2023 年 12 月 23 日 
 
三野 広幸，小崎 慎也，中島 芳樹，沈 建仁 
多周波 EPR でとらえた酸素発生系高スピン S2 状態の配位環境 
第 64 回日本植物生理学会年会、仙台、2023 年 3 月 10－17 日 
 
棚瀬 元貴，篠田 稔行，遠藤 嘉一郎，鞆 達也，沈 建仁，神保 晴彦，和田 元，水澤 直
樹 
ホスファチジルグリセロール（PG714）と相互作用する D1-R140 の部位特異的置 
換が PSII の構造，機能およびアセンブリーに与える影響 
第 64 回日本植物生理学会年会、仙台、2023 年 3 月 10－17 日 
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